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Cisco UCS Centralについて
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）は、データセンター向けの次世代プラットフォーム
およびソリューションです。 Cisco UCSManagerは、Cisco UCSドメインのビューを、論理的で、
可用性が高く、エンドツーエンドの単一の管理サービスとして提供する、組み込みのデバイス管

理ソフトウェアです。数百の導入済み Cisco UCSドメインが含まれる大規模なデータセンターで
は、これらの Cisco UCSドメインのデバイス管理を統合する必要があります。

Cisco UCS Centralは、すべての Cisco UCSドメイン全体に対して共通の管理ソリューションを提
供します。 Cisco UCS Centralではポリシーの集中型リソースインベントリおよびリポジトリを提
供します。 Cisco UCS Centralにより、設定が簡略化され、ポリシー均一性、グローバル IDの競
合解決を行い、Cisco UCSドメインを効率的かつ一貫して管理します。
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Cisco UCSCentralが複数のCisco UCSManagerセッションを介してデータセンター全体のグローバ
ルビューを提供します。 Cisco UCS Centralは個々のデータセンターまたは複数のデータセンター
のCiscoUCSの動作を管理できます。CiscoUCSCentralではファームウェア管理、カタログ管理、
設定のバックアップおよび復元動作、モニタログ、コアファイルおよび障害の動作管理が容易に

なります。

Cisco UCSCentralは、現在Cisco UCSManagerでサポートされている集約管理を超えて設計されて
います。 Cisco UCS Centralには次の機能が含まれます。

•次のような簡単で一貫した Cisco UCSの展開を提供します。

• Cisco UCSの初期設定

•ポリシーおよびサービステンプレート定義

•次のような名前空間の一意性を確保します。

• MAC、WWN、UUID

•複数の Cisco UCSの検索

•次のようなインベントリ管理を提供します。

•データセンターのCiscoUCSドメイン全体の物理的および論理的な要素の集中型ビュー

•個々の物理的および論理的な要素のヘルス

•次のような定期的な運用タスクを簡素化します。

•ファームウェアの更新

•バックアップと復元の設定

•次のような一元化した診断を提供します。

•障害の集約

•相関と影響

•根本原因の分析

CiscoUCSCentralは、外部サーバに置かれた1つの仮想マシン（VM）として導入されます。Cisco
UCS Centralには次のサービスが含まれます。

• Service Registry

• Policy Manager

• Operations Manager

• Resource Manager

• Identifier Manager

• Management Controller
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Service Registry
Service Registryは、Identifier Managerまたは Operation Managerなどのサービスプロバイダー、お
よび登録された Cisco UCSドメインからの情報を格納する、一元化された登録リポジトリを提供
します。 Cisco UCSドメインを登録すると、Service Registryが他のサービスプロバイダーおよび
登録済みの Cisco UCSドメインにこのドメインに関する情報を配信します。サービス間の通信は
この情報が配信されたときに開始します。

Service Registryは、ドメイングループ構造の変更を配信する役割もあります。

Identifier Manager
Identifier Managerは、Cisco UCSドメイン全体でのUUID、MACアドレス、WWN、IPアドレス、
IQNのアドレスの自動および集中管理を提供します。次のように、CiscoUCSManagerおよびCisco
UCS Centralの両方に IDプールを作成できます。

•ローカルプールは Cisco UCS Managerで定義され、その Cisco UCSドメインでのみ使用でき
ます。これらのプールは、ドメインプールと呼ばれます。

•グローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義され、Cisco UCS Centralに登録された Cisco
UCSドメイン間で共有できます。

Identifier Managerはプールの定義を追跡して、競合を避けるためにプールを管理できるようにし
ます。ドメインプール IDが Cisco UCS Centralに登録されている Cisco UCSドメインから割り当
てられると、Cisco UCS Managerが Identifier Managerに割り当てを報告します。ドメインプール
が存在しないか、またはドメインのプールに空きがない場合、Cisco UCS Managerは Cisco UCS
Centralのグローバルプールから IDを要求します。

競合しているプール割り当ては、エラーとしてレポートされます。重複プールに属する未割り当

ての IDは、警告としてレポートされます。

Resource Manager
ResourceManagerは、Cisco UCS Centralに登録されたすべてのCisco UCSドメインについて、物理
的および論理的なリソースの一元化された統合ビューを提供します。

CiscoUCSCentralにCiscoUCSドメインを登録すると、ResourceManagerはファブリックインター
コネクト、シャーシ、FEX、ブレードサーバ、統合ラックサーバ、およびそのドメインのサービ
スプロファイルおよびテンプレートに関する基本的なインベントリ情報を要約し、表示します。

ResourceManagerは、Cisco UCSドメイン内のリソースの利用可能なメモリ、CPU、可用性ステー
タスおよびヘルスステータスのクイックビューを提供します。このインベントリを使用して、

データセンターの要件に応じて Cisco UCSドメインをプロビジョニングすることができます。

Resource Managerで、Cisco UCS Centralに登録されているすべての Cisco UCSドメインの Cisco
UCSManager GUIおよびKVMコンソールを相互起動して、Cisco UCSドメイン内のサーバにアク
セスできます。
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Resource Managerは、登録された Cisco UCSドメインからの障害の要約を示します。重大度また
は障害のタイプによって障害情報を表示できます。また、データセンターの障害情報に関する追

加情報を 1箇所で表示したり、または Cisco UCSドメインの Cisco UCS Manager GUIを相互起動
して、特定の障害のコンテキスト詳細ビューを表示したりできます。

Management Controller
Management Controllerは、Cisco UCSCentralの仮想マシン（VM）コントローラです。設定処理は
Management Controllerによって実行されます。 Cisco UCS Centralは、operation-mgrルートグルー
プで解決された、ポリシーの動作を継承します。これらのポリシーは、AAA、HTTP、HTTPS、
Telnet、SSH、セッション制限、日付、時刻、DNS、NTPの設定が含まれます。コアは、バック
アップ、エクスポート、およびインポートなどの、Operation Managerによってトリガーされる操
作を実行するのにも使用されます。

また、Management Controllerは、Cisco UCS Centralのテクニカルサポート情報を収集します。こ
のデータは、すべてのインストール済みコンポーネントから収集するか、または選択したコンポー

ネントからだけ収集できます。

Policy Manager
Policy Managerは、すべてのポリシー、プール、テンプレートの設定に使用できる拡張Webサー
バです。これらのオブジェクトを含む組織構造は、ポリシーサーバによって所有され、管理され

ます。 IDプール、テンプレートおよびドメイングループも、Policy Managerで定義され、続いて
適切なサービスに選択的に配信されます。たとえば、IDプールは IdentifierManagerに、ドメイン
グループは Resource Managerに配信されます。

ポリシーの解決
ポリシーの解決は、ポリシーサーバとして動作する Policy Managerでのポリシー設定の変更を解
決します。ポリシーが変更されると、Cisco UCS Centralは登録されている Cisco UCSドメインに
変更されたポリシーをただちに使用するように通知します。

ドメイングループ
Cisco UCS Centralは、複数の Cisco UCSドメインを管理するために、Cisco UCSドメイングルー
プの階層を作成します。 Cisco UCS Centralには、次のカテゴリのドメイングループがあります。

•ドメイングループ：複数のCiscoUCSドメインが含まれているグループ。管理を単純にする
ために、同様の Cisco UCSドメインを 1個のドメイングループにグループ化できます。

•グループ化されていないドメイン：Cisco UCS Centralに新しい Cisco UCSドメインが登録さ
れた場合、それはグループ化されていないドメインに追加されます。任意のドメイングルー

プにグループ化されていないドメインを割り当てることができます。
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ドメイングループポリシーを作成した場合は、新しい登録されたCisco UCSドメインがポリシー
で指定された修飾子に合っていれば、それはポリシーで指定されているドメイングループの下に

自動的に配置されます。それ以外の場合は、グループ化されていないドメインのカテゴリに配置

されます。任意のドメイングループにこのグループ化されていないドメインを割り当てることが

できます。

各 Cisco UCSドメインは、1個のドメイングループにしか割り当てることができません。 Cisco
UCSドメインのメンバーシップは、いつでも割り当てまたは再割り当てできます。ドメイング
ループに Cisco UCSドメインを割り当てると、Cisco UCSドメイン、ドメイングループに指定さ
れたすべての管理ポリシーを自動的に継承します。

ドメイングループに Cisco UCSドメインを追加する前に、Cisco UCSドメインでポリシーの解
決制御をローカルに変更してください。これは、その Cisco UCSドメインに固有のサービス
プロファイルとメンテナンスのポリシーが、誤って上書きされることを防ぎます。 Cisco UCS
ドメインの自動検出をイネーブルにした場合でも、ローカルポリシーの解決をイネーブルに

すると、誤ってポリシーが上書きされることから Cisco UCSドメインを保護します。

注意

登録を確認したあと、同じ動作ポリシーでドメイングループのすべてのメンバドメインを管理す

る場合は、Cisco UCS Manager GUIでポリシーの解決をグローバルに変更できます。

ドメインのルートグループに設定されたポリシーは、ルートの下のすべてのドメイングループに

適用されます。ルートグループの下の各ドメイングループは、そのグループ固有のポリシーを

持つことができます。ドメイングループポリシーは、メンバの Cisco UCSドメイン内で階層的
に解決されます。

ドメイングループ管理

次の特権を持つユーザは、Cisco UCS Centralでドメイングループを作成し、管理できます。

• admin権限：新しいドメイングループを作成し、ドメイングループにグループ化されていな
い Cisco UCSドメインを割り当てます。

•ドメイングループ管理特権：ドメイングループを作成および管理します。ただしドメイン
グループにグループ化されていない Cisco UCSドメインを割り当てることはできません。

グローバル並列性制御
グローバル並列性制御により、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralでの複数の同時並列処
理を制御できるようになります。スケジューラを関連付けて、パラレルタスクを制御できるオブ

ジェクトに対する処理をトリガーすることができます。必要に応じて、スケジューラを設定し

て、手動で保留中のタスクの再開を制御できます。また、ユーザ確認応答済みのスケジュールに

対する並列制御の制限を無視するかまたは考慮するか選択することができます。
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ポリシー
Cisco UCS Centralは、登録された Cisco UCSドメインのグローバルポリシーサーバとして動作し
ます。リモート Cisco UCSドメインのグローバル Cisco UCS Centralポリシーの設定には、ドメイ
ンの登録と、登録済みドメインのドメイングループへの割り当てが含まれます。登録されたCisco
UCSドメインの Cisco UCS Managerにより解決された Cisco UCS Centralで、次のグローバルポリ
シーを定義できます。

•ファームウェアイメージの管理：Cisco UCSでは、シスコから取得し、シスコによって認定
されたファームウェアを使用して、CiscoUCSドメインのエンドポイントをサポートします。
各エンドポイントは、機能するためにファームウェアが必要なCiscoUCSドメインのコンポー
ネントです。 Cisco UCSドメイン内のエンドポイントのアップグレード順序はアップグレー
ドパスによって決まり、CiscoUCSManager、I/Oモジュール、ファブリックインターコネク
ト、アダプタ上に物理的に配置されたエンドポイント、物理的にサーバ上に配置されている

エンドポイントが含まれます。シスコでは、Cisco UCSコンポーネントに対するすべての
ファームウェアのアップデートをイメージのバンドルで配布します。 Cisco UCSのファーム
ウェアの更新は、Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトにダウンロードでき
ます。

•ホストファームウェアパッケージ：このポリシーでは、ホストファームウェアパッケージ
（ホストファームウェアパック）を構成するファームウェアバージョンのセットを指定す

ることができます。ホストファームウェアパックには、サーバ用ファームウェアと、アダ

プタ、BIOS、ボードコントローラ、ファイバチャネルアダプタ、HBAオプション ROM、
ストレージコントローラなどの、アダプタエンドポイントが含まれます。

•機能カタログ：このポリシーは、調整可能なパラメータ、文字列、およびルールのセットで
す。 Cisco UCS Managerはカタログを使用してサーバの新しく資格を持った DIMMやディス
クドライブなどの表示とコンポーネントの設定を更新します。

•障害収集ポリシー：障害収集ポリシーは、障害がクリアされた日時、フラッピング間隔（障
害発生とクリア状態の間の時間）、および保持間隔（システムで障害が発生していた時間）

など、Cisco UCSドメインの障害のライフサイクルを制御します。

•コアファイルのエクスポートポリシー：Cisco UCS Managerは、Core File Exporterを使用し
て、coreファイルが発生したらすぐに TFTPを使用してネットワーク上の指定された場所に
エクスポートします。この機能を使用することにより、tarファイルをコアファイルのコン
テンツと一緒にエクスポートできます。

• Syslogポリシー：syslogのポリシーは、コンソール、モニタ、ファイル、リモートの宛先属
性の、4つのポリシー属性の集合です。 Syslogのポリシーには属性の作成、イネーブル化、
ディセーブル化、および設定が含まれます。

•ロールベースアクセスコントロール（RBAC）とリモート認証ポリシー：RBACは、ユーザ
のロールとロケールに基づいてユーザのシステムアクセスを制限または許可する方法です。

ロールによってシステム内でのユーザの権限が定義され、ロケールによってユーザがアクセ

ス可能な組織（ドメイン）が定義されます。権限がユーザに直接割り当てられることはない
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ため、個々のユーザ権限の管理では、適切なロールとロケールを割り当てることが主な作業

になります。

• CallHomeポリシー：CallHomeでは、重要なシステムポリシーに対して電子メールベースの
通知が提供されます。ポケットベルサービスやXMLベースの自動化された解析アプリケー
ションとの互換性のために、さまざまなメッセージフォーマットが用意されています。こ

の機能を使用して、ネットワークサポートエンジニアにポケットベルで連絡したり、ネッ

トワークオペレーションセンターに電子メールを送信したりできます。また、Cisco Smart
Call Homeサービスを使用して TACのケースを生成できます。

•管理インターフェイスモニタリングポリシー：このポリシーでは、ファブリックインター
コネクトのmgmt0イーサネットインターフェイスのモニタリング方法を定義します。 Cisco
UCSが管理インターフェイスの障害を検出すると、障害レポートが生成されます。設定され
た障害レポートの回数に達した場合、システムは管理インターフェイスが使用できないと見

なし、エラーを生成します。

•タイムゾーンおよび NTPポリシー：Cisco UCSManagerで正確な時間を表示できるようにす
るために、CiscoUCSにはドメイン固有のタイムゾーン設定およびNTPサーバが必要です。
これらの両方を Cisco UCSドメインに設定しなければ、時間は正確に表示されません。

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ポリシー：SNMPは、アプリケーション層プロ
トコルであり、SNMPマネージャと SNMPエージェントとの通信に使用されるメッセージ
フォーマットを提供します。SNMPは、ネットワーク内のデバイスのモニタリングおよび管
理に使用する標準フレームワークと共通言語を提供します。

•機器：Cisco UCS Centralは、グローバルな電力割り当てポリシー（ポリシー方式シャーシグ
ループ制限または手動ブレードレベル制限方式に基づく）、電源ポリシー（グリッド、n+1
または非冗長方式に基づく）、およびSELポリシーを定義する、グローバルな機器ポリシー
をサポートします。電源管理および電源モジュールを、該当のクライアントのポリシー解決

コントロール内でグローバルに定義するように選択している登録済みCiscoUCSドメインは、
電源管理および電源装置を、Cisco UCS Centralに登録されるまで延期します。

•完全な状態のバックアップポリシー：完全な状態のバックアップポリシーでは、システム
全体のスナップショットの完全な状態のバックアップを定期的にスケジュールできます。完

全な状態のバックアップは、日単位、週単位、または隔週単位で発生するように設定できま

す。

•すべての設定のエクスポートポリシー：すべての設定のバックアップポリシーでは、すべ
てのシステムおよび論理設定の定期的なバックアップおよびエクスポートをスケジュールで

きます。このバックアップには、ローカル認証されたユーザのパスワードは含まれません。

すべての設定のバックアップは、日単位、週単位、または隔週単位で発生するように設定で

きます。

グローバルポリシー

Cisco UCS Centralは、登録された Cisco UCSドメインのグローバルポリシーサーバとして動作し
ます。リモート Cisco UCSドメインのグローバル Cisco UCS Centralポリシーの設定には、ドメイ
ンの登録と、登録済みドメインのドメイングループへの割り当てが含まれます。
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グローバルポリシーの設定には、Cisco UCSドメインを設定し、登録済みドメインを Cisco UCS
Centralドメイングループに割り当てるときに、ポリシーをグローバルまたはローカルに指定する
ことが含まれます。グローバル設定またはローカル設定を使用するオプションは、登録時および

登録後に変更できます。割り当て後、そのドメイングループで定義されたグローバルポリシー

はドメイングループに割り当てられている登録済みドメインに継承されます。

登録済み Cisco UCSドメインでグローバルとして指定されたポリシーは、そのドメインによって
Cisco UCS Centralから継承されます。 Cisco UCSドメインでローカルとして指定されたポリシー
は、そのドメインのローカルポリシー設定に基づきます。

プール
プールは、システムで使用できる IDのコレクション、物理リソース、または論理リソースです。
すべてのプールでサービスプロファイルの柔軟性が向上し、これによりシステムリソースを一元

管理することができます。 Cisco UCS Centralで定義されたプールはグローバルプールと呼ばれ、
Cisco UCSドメイン間で共有できます。グローバルプールを使用することで、Cisco UCS Central
に登録されたCisco UCSドメイン全体で IDの一元管理が可能になります。Cisco UCS Centralから
Cisco UCSManagerへ IDプールを割り当てることによって、IDがどこでどのようにして使用され
るたかのトラッキング、競合の防止、および競合が発生した場合の通知が可能になります。Cisco
UCS Managerでローカルに定義されたプールはドメインプールと呼ばれます。

同じ IDが異なるプールに存在することがありますが、割り当てできるのは一度だけです。同
じプールの 2個のブロックが同一の IDを使用することはできません

（注）

MACアドレスなどの ID情報をプールして、特定のアプリケーションをホストするサーバに範囲
をあらかじめ割り当てることができます。たとえば、Cisco UCSドメイン全体のすべてのデータ
ベースサーバを、同じ範囲のMACアドレス、UUID、およびWWN内に設定できます。
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